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Case: 62歳、男性

22Llaint: 畷下時の胸部異和感、 cancer phobia 
Diagnosis: 正常胸部食道

TGP80_01 本症例の食道エ ッ クス線造影像(正面図)
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TGP80.02 経口食道造影CT (胸部上部食道) TGP80.03 経口食道造影CT (胸部中部食道)

TGP80.04 経口食道造影CT (胸部下部食道~腹部食道)

Comm凹15:

CTでの胸部・食道撮{象時に3.6%カルメロースおよ

び2%硫酸バリウムを含有するCT用経口食道造影剤

を患者に服用させた。 なお、 CTの撮像は、 GE-YMS

社製ヘリカル(スリップ・リング) CT (ProSeed) 

を使用し、毎秒10mmのテーブル移動速度にて行い、

10mm sectionの連続画像に再構成した。 また、イン

ジェクターを用いてヨード造影剤の経静脈性ボーラ

ス注入を併用した (TGP80.2~80.04)。 これによっ

て、胸部食道内腔は完全に造影され、食道壁~周囲

には明らかな異常所見は認めず、また、食道内腔と

周囲の臓器とくに左主気管支や大動脈 ・ 心臓との位

置関係が明瞭に把握可能となった。 食道造影エ ッ ク

ス線像打GP80.01)では食道内腔~壁の情報しか得ら

れないが、こういった食道内腔造影CTでは食道壁~

周囲の状況が容易に把握し得る。 従って、本症例の

加く鴨下時の胸部異和感-cancer phobiaを訴える場

合には、食道内腔~壁はもちろん、食道壁外の病変

を否定する上でも、食道内腔造影CTは食道エックス

線造影や食道フ ァ イパースコープの次に施行すべき

有用な検査法であろう 。

Conclusions : 

欧米においては、 CT用経口食道造影剤はすでに市販

されているが、わが国では未だ有用なものはみとめ

ない現状にあった。 食道癌のCT診断およびその放射

線治療 ・ 化学療法による効果判定、また種々の原因

による食道の機能的・器質的通過障害のCT診断にお

いて、こういった経口食道造影CTはその診断価値を

高め、 重要な診断法となるものと思われる。
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Case: 66歳、男性

主訴: 両下肢の脱力と感覚低下

TGP81_01 T2強調矢状断像

現病歴:

平成6年9月より右下肢の脱力と感覚低下が出現、そ

の後左下肢にも同様の症状が出現し、 11月には杖歩

行となる 。 その後、整体や鍛治療を受けていたが、

症状が悪化したため、平成7年2月 16日当院入院とな

る。

TGP81_02 Gd-DTPA造影T1強調矢状断像

入院時現症:

両下肢運動麻簿、Ll以下の感覚低下
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a 側面像動脈相 b 同静脈相

TGP81.06, 右第9肋間動脈遺影

MRI :T2強調矢状断像で、 Th6-12にかけて、 脊髄の

腫大があり、その中心部は高信号を呈している。 脊

髄周囲には点状の低信号が多数認められる

σGP81.01)。

Gd-DTPA造影Tl強調矢状断像では、脊髄周囲の

点状の低信号は高信号となっているσGP81.02)。

T2強調横断像では、 Th9レベルで、脊髄中央に高

信号がみられ、脊髄自体左方に偏位している。 脊髄

の右側 ・椎間孔付近には、 点状の低信号を認める

σGP81.03)。

Gd-DTPA造影T1強調冠状断像では、脊髄背側に

拡張蛇行した血管構造を認め、脊髄動静脈奇形と診

断したσGP81.04)。

右第9肋間動脈造影:椎間孔付近で動静脈短絡がみ

られ、拡張蛇行した潅流静脈が上下4引佐体に亘って

認められたπGP81.05a， b)。

側面像では、拡張蛇行した潅流静脈が脊髄の腹側

と背側にみられるπGP81.06a， b)。

断層映像研究会雑誌第22巻第2号

a 正面像動脈相 b 正面静脈相

TGP81 .05, 右第9肋間動脈造影

TGP81.04 Gd-DTPA造影
T1強調冠状断像

Diagnosis: 脊髄硬膜動静脈奇形

spinal dural arteriovenous malformation 

COrT百円lents:

脊髄硬膜動静脈奇形は、動静脈短絡部が硬膜表面に

あり、潅流静脈が脊髄表面を走行する血管奇形であ

る 1)。 高齢者に好発し、徐々に下肢の脱力や知覚障害

などが進行する2)0 M聞は非侵襲的検査として有用で

ある。 T2強調矢状断像で、潅流静脈が点状の低信号

(自ow void) としてみとめられ、 Gd-DTPA造影Tl強

調矢状断像では、潅流静脈が造影され、点状の高信

号となった。 同冠状断像では、脊髄背側に潅流静脈

が拡張蛇行した血管構造として描出され、脊髄動静

脈奇形と診断し得た。 T2強調矢状断像では、脊髄の

腫大と内部の高信号が認められ、静脈還流障害によ

る虚血性の変化を示している。

Conclusion : 

脊髄動静脈奇形の診断にMRIのGd-DTPA造影Tl強調

冠状断像が有用である。
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